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●記事体広告の基本スタイル 

本文の書体は中ゴシック体が基本です。 

明朝体の書体は使えません。 

大きさは13Qとし、文字送りはツメ、 

行送りは24Q、3段組の場合の段間は7～8mm。  

段間の罫線は使えません。 

欠けると支障のあるテキスト、写真、図版、

ロゴなどは、仕上がり寸法より各10mm

以上内側に配置してください。 

見開き原稿の場合は、ノド（センター）から

左右それぞれ5mm以上逃してく ださい。 

文字や人物の顔写真などは、センターに

かからないようにしてください。 

仕上がり寸法（天地×左右） 
 

 1ページ  280mm×210mm 
 見開き  280mm×420mm 
 
基本マージン  
 天マージン 10mm 
 地マージン 15mm 
 内マージン 15mm 
 外マージン 15mm 

図版中の文字の級数は可読性を 

保つためサイズは10Q以上とします。 

また図版や写真のキャプションに 

ついても同様とします。 
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（掲載誌面はサンプルで、実際のものではありません） 

無線綴じ雑誌は、背の部分を接着剤で固めて綴じるため、

ページが奥まで開きません。

以上を考慮して デザインしてください。

 

広告表記は必ず入れてください。広告

表記には下記の2種類4パターンのい

ずれかを使用してください。 

PRや広報企画の表記は使えません。 

広告会社制作の場合も同様です。 

（本表記は日経ビジネスと同様です） 

広告表記のマークならびにエンドマークのデータが必要な場合は日経BP社 広告業務部までご連絡ください。 

末尾に「お問い合わせ先」（広告主名、連絡先など）を

入れてください。（ただし、対向ページが純広告の場合は

不要です） 

文末にはエンドマークを入れてください。 

（本表記は日経ビジネスと同様です） 

 

A

※縮小・拡大、変形、色変更はしないで 

 ください。 

 また、配置の指定も厳守してください。 

10mm

10mm

10mm

10mm

10mm

8mm

10mm

10mm

10mm

10mm

10mm

8mm

akkaneko
長方形



●記事体広告の事例 

明朝の書体ならびに段間の罫線は使えません。
編集ページとの混同を避けるためです。 

システム構成、ネットワーク構成などは、 
図を使用することで一目瞭然です。 

導入した製品を入れるのも一手法です。 
囲みの形でインタビュー（コメント）などを載せることで、 
誌面構成が立体的になります。 
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（掲載誌面はサンプルで、実際のものではありません） 

本文を少なめにして、ホワイトスペースを上手に
活用すると、誌面に開放感を与えます。 

複雑な概念も、図を効果的に使用することで 
簡潔に説明できます。 

写真を大きく使うことで誌面に広がりを感じさせます。 
 適切な小見出しを設けることで、 

本文の流れを容易につかめます。 



●記事体広告の事例 
（掲載誌面はサンプルで、実際のものではありません） 

エンドマークも必ず入れてください。 

色を敷くことなど 
で編集ページと 
差異化できます。 

規定の広告表記を入れてください。 

イラストなどを使うことで 
記事のテーマを視覚的に 
訴求できます。 

記事体広告は、誌面構成や盛り込みたい内容の分量の関係で、 
通常は2ページ以上が一般的ですが、下記のように何回かの 
連載シリーズとすることで1ページでも効果を発揮できます。 
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内容は整理して絞り込んで   

記事体広告で一番大事なことは、伝えたい情報がきちんと読者に伝わることです。あれもこれも

と欲張っては、焦点がぼけてしまって、結局、何も伝わらないということになりかねません。例え

ば、言いたいことを3つくらいのポイントに絞ると、シンプルでまとまりがよく、しかも説得力を持つこ

とが多いものです。 

全体タイトルや小見出しは簡潔に   

その記事体広告で最も伝えたいことを一言で表現するのが全体タイトルです。シンプルかつリ

ズムを感じさせることは全体タイトルを作る際の鉄則です。また、小見出しは、本文を読まずに文

章全体を大づかみできるようにするものです。助詞の省略や体言止めなど、新聞見出しの手法

が大いに参考になります。 

ビジュアルを重視   

説得力のある情報を「分かりやすく」提供するには、ビジュアルを重視したデザインが不可欠で

す。そのためには、写真や図表はもちろんですが、何もないホワイトスペースも効果的に使いたい

ものです。そのためにも内容を絞り込んで文章量が多くなりすぎないといった配慮が必要です。

最近の記事体広告の多くに、純広告のノウハウが見られますし、逆のことも言えます。 

より訴求力のある記事体広告を制作するために 
インパクトのあるコピーやビジュアルを駆使する純広告に対して、記事体広告は、説得力のあ

る情報を分かりやすく提供して信頼性を高めるところにその特長があります。そのための文章

やデザインのポイントを以下にまとめました。 

 

【制作上の注意】 
◎パワーポイント、エクセル、PDFファイルなどの図表はそのままでは使用できません 
　⇒印刷用データとはデータ形式が異なるため、改めてデザイン制作作業が必要となります。  
◎ホームページの写真や図表、ロゴも粗くなり使用できません 
　⇒画面ではきれいに見えていても、印刷すると粗くなったり、文字が見えにくくなります。 
◎デジタルカメラの撮影データも画像の大きさや解像度に注意 
　⇒最近のデジタルカメラは大変高機能化しており、容易に美しいプリントができますが、解像度や撮影時の照明の関係で 
　　印刷には適さない場合があります。 
◎本文テキストをデータで校正する場合は履歴が分かるように 
　⇒最近、本文テキストをデータで校正するケースが増えてきていますが、その場合は、修正箇所が分かるように履歴を 
　　残してください。 



伝えたいことをイメージでなく文章などで具体的に   

新聞や雑誌の記事の客観報道の手法を用いることで、製品･サービスの広告であれば、開発の

経緯や市場への受け入れられ方など一番伝えたいことを、企業IRが目的であれば、経営姿勢

やその根底にある思想や哲学を、文章やデータできめ細かく具体的に訴求できます。セミナー

の講演レビューなども記事体広告に最適です。 

事例によって第三者の評価を提示   

記事体広告の中でも、特にその本領を発揮するのが製品やサービスの導入事例紹介です。いく

ら良い製品･サービスでも、単に特長を説明するだけでは、競合製品・サービスに対する優位性を読

者に納得してもらうことはできません。導入事例紹介であれば、コスト負担する第三者によって評価さ

れたことを提示することになります。 

多彩な演出、そしてWebなどへの横展開も   

単発の記事体広告だけでなく、編集記事で見られる連載のほか、タレントや有識者を起用した対談

シリーズなど様々なスタイルや手法を記事体広告でも活用できます。また、Webや書籍などへ横展開

することで、さらに効果的な訴求となります。ITpro（http://itpro.nikkeibp.co.jp）との連動企画な

ど、多彩な広告メニューも取り揃えております。最新情報・詳細は、Nikkei BP AD Web（http:// 

adweb. nikkeibp.co.jp）からご覧いただけます。 

〒108-8646　東京都港区白金1-17-3　NBFプラチナタワー  
コンピュータ･ネットワーク局広告部 
TEL 03-6811-8025　FAX 03-5421-9800

記事体広告の強み 
 




